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 序-1 

㸯 本マニュアルの性格と使い方 

1-1 本マニュアルの目的 

࣭ 本マニュアࣝࠊࡣ長㔝県環境影響評価条例㸦ᖹ成 10 ᖺ長㔝県条例第 1「 号ࠋ以ୗࠕ条例ࠖ

㸧第ࠋいう 4条第 1㡯ࡢ規定ࡿࡼ長㔝県環境影響評価技術指針㸦以ୗࠕ技術指針 㸧ࠋいうࠖ

 ࠋࡿあ࡛ࡢࡶ解ㄝを行う࡞具体的ࠊい࡚ࡘ内容ࡢ

 

1-2 本マニュアルの性格 

࣭ 本マニュアࣝࠊࡣ環境影響評価係ࡿ調査等を実施ࡿࡍ事業者及び調査会社等を主࡞対象

 ࠋࡿࡍを前提ࡇࡿࡍ知識や技術を有ࡿࡍ関調査等ࡀㄞ者ࠊࡾ࠾࡚ࡋ

࣭ 本マニュアࣝࠊࡣ環境影響評価係ࡿ調査等ࡢ基本的࡞手法等を示ࠊࡀࡍ個々ࡢ事業特性

や地域特性ࠊ新࡞ࡓ知見や技術等ࡾࡼࠊࡾࡼ適ษ࡞手法等を選択ࡇࡿࡍを妨࡞ࡆいࠋ 

࣭ 本マニュアࣝࠊࡣ今後ࡢ調査࣭研究ࡢ進展やࠊ環境影響評価ࡢ実績ࡢ積㔜ࡡ等ࠊࡾࡼ技

術指針ࡢ見直ࡶࡋ整合をᅗࠊࡘࡘࡾ適宜必要࡞改訂を行う࡛ࡢࡶࡁあࠋࡿ 

 

1-3 本マニュアルの構成と使い方 
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 序-2 

㸰 環境影響評価の基本的࡞考え方 

2-1 事業者ࡀ事業実施前ら環境配慮する 

࣭ 環境影響評価ࠊࡣ事業者自ࡀࡽ事業実施前環境ࡢ状況及び事業ࡀ環境えࡿ影響ࡘ

い࡚調査ࡢࡑࠊࡋ結果基࡙ࠊࡁ環境ࡢ悪化を未然防Ṇࡿࡍ措置を事業反映࡛ࡢࡶࡿࡍ

あࠊࡣࢀࡇࠋࡿ適ษࡘ持⥆的環境を利用ࡿࡍ事業実施を可能࡛ࡵࡓࡿࡍあࠊࡾ本県ࡢ

環境基本計⏬等定ࡿࡵ環境ࡢ将来像を実現࡛ୖࡿࡍ㔜要࡛ࡳࡃࡋ࡞あࠋࡿ 

 

2-2 早期計画段階ら環境面の配慮を検討する 

࣭ 本県ࡢ環境影響評価制度ࠊࡣ事業ࡢ実施段階行ういわゆࡿ事業環境影響評価࡛あࠊࡀࡿ

環境保全事業を効果的両立ࡉせࠊࡵࡓࡿ事業計⏬ࡢ早い段階ࡽ環境面ࡢ検討を行いࠊ

事業者自身ࡿࡼ事業実施ࡢ可否ุࡢ断を含ࠊ࡚ࡵ事業計⏬反映ࡀࡇࡿࡍ㔜要࡛あࠋࡿ 

 ࠋࡿ㔜要࡛あ非常ࡀ段階ࡢ配慮書作成ࡓࡵ予備調査を含ࠊࡽࡇࡢࡇ ࣭

ࡽ面ࡢ環境保全ࠊࡵ努理解ࡢ地域特性ࠊࡽ以前ࡿ入⥆手ࡢ環境影響評価ࠊࡽࡉ ࣭

事業ࡢ立地や内容を検討ࡀࡇࡿࡍ望ࠋࡿࢀࡲ 

 

2-3 科学的࡞方法論基づく調査、解析を行い情報を公開する 

࣭ 環境影響評価ࡀㄝ得力を持ࠊࡣࡵࡓࡘ科学的ࡘ合理的࡞調査ࠊ解析等ࡢ手法ࠊࡾࡼ

可能࡞限ࡾ定㔞的ࠊ客観的予測ࠊ評価等を行うࡀࡇ可Ḟ࡛あࠊࡓࡲࠋࡿ客観的࡞事実

 ࠋࡿ㔜要࡛あࡀࡇࡿࡍ記述࡚ࡋ区ู明確ࡣ推論

࣭ 幅広い人々ࡢ知見を集ࡾࡼࠊࡵ適ษ環境配慮ࡓࡋ事業を実現ࠊࡣࡵࡓࡿࡍ情報ࡢ公

開㸦ࠊࡋࡔࡓ希少生物ࡢศᕸ等ࡘい࡚ࠊࡣ盗掘又ࡣ密猟等ࡢ防Ṇࠊࡵࡓࡢ公表ࡢ方法等

 ࠋࡿ㔜要࡛あࡀ必要㸧ࡀ配慮ࡢ

 

2-4 事業対する住民等の理解を得る 

࣭ 環境影響評価制度ࡿࡅ࠾ఫ民等ࡢ参加手⥆ࠊࡣ環境保全ࡢ観点ࡽ広ࡃ意見を聞ࡢࡶࡃ

࡛あࠊࡀࡿ多ࡢࡃ事業࡛環境影響評価ࡀఫ民等ࡢㄝ明ࡢ㔜要࡞場࡚ࡗ࡞いࠊࡽࡇࡿ

環境影響評価制度を積極的活用࡚ࡋఫ民等ࡢ理解を得ࡀࡇࡿ㔜要࡛あࠋࡿ 

 

2-5 地域の望ましい環境像との整合性を保った事業計画とする 

࣭ 環境ࡢ恩恵を享受ࠊࡘࠊࡋ将来ࢀࡑを引ࠊࡵࡓࡄ⥅ࡁ県及び関係ࡿࡍᕷ⏫村ࡢ環境



 序-3 

基本条例や環境基本計⏬ࡢࡑ他ࡢ地域ࡢ環境関わࡿ施策等ࡿࡅ࠾基本理念や環境目標を

尊㔜ࠊࡋ望ࡋࡲい環境像ࡢ実現資ࡇࡿࡍを事業ࡢ内容や環境保全ࡢ方針組ࡳ込ࡇࡴ

 ࠋࡿ㔜要࡛あࡀ

 

㸱 環境影響評価の手順と今回の主࡞改正点 

3-1 環境影響評価の手順㸦主技術的࡞面㸧 

࣭ 環境影響評価ࡢ技術的࡞面ࡢࡽ手㡰ࠊࡣ大ࡃࡁḟࡢ㸲段階ศࠋࡿࢀࡽࡅ㸦ࠕ環境影響評

価等ࡢ実施手㡰 㸦ࠖ0-「  㸧参照㸧ࢪ࣮࣌

。1) 配慮書ࡢ作成段階 

。「) 方法書ࡢ作成段階 

。」) 準備書ࡢ作成段階 

。4) 評価書ࡢ作成段階 

。5) 事後調査計⏬書ࡢ作成段階 

。6) 事後調査報告書ࡢ作成段階 

࣭ 配慮書ࡢ作成段階࡛ࠊࡣ事業計⏬ࡢ柔軟࡞変更ࡀ可能࡛あࡿ早期ࡢ段階࠾い࡚ࠊ事業ࡢ

置ࠊ規模等関ࡿࡍ複数案ࡘい࡚環境影響ࡢ比較検討を行うࠊࡾࡼࡇ事業実施ࡼ

 ࠋࡿあ࡛ࡢࡶࡢࡵࡓࡿࡍ回避࣭ప減を可能ࡢ環境影響࡞㔜大ࡿ

࣭ 方法書ࡢ作成段階࡛ࠊࡣ環境影響評価ࡢ実施方法を検討ࠊࡋ環境影響評価ࡢ㡯目並び調

査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ予備選定㸦ࣆ࣮ࢥࢫング㸧ࡀ行わࠋࡿࢀ個々ࡢ事業ࡈメࣜハ

段階࡛࡞㔜要࡛ୖࡍࡃ࡞をࡾ手戻ࡢ調査等ࡢ後ࠊࡶࡿࡍ環境影響評価を実施ࡿあࡢࣜ

あࠋࡿ 

࣭ 準備書ࡢ作成段階࡛ࠊࡣ実㝿調査ࠊ予測及び評価を行いࠊ予測結果をࡶ保全対策を

検討ࡢࡑࠊࡋ内容ࡀ事業者自ࡽ実行可能࡞範ᅖ࡛ࢫ࣋トを尽࡚ࡋࡃいࡿ評価を行うࠋ 

࣭ 評価書ࡢ作成段階࡛ࠊࡣ環境保全ࡢ見地ࡢࡽ意見をࡶ準備書ࡢ内容を再検討ࠊࡋ必

要࡞修ṇを行うࠋ 

࣭ 事後調査計⏬書ࡢ作成段階࡛ࠊࡣ評価書ࡢ公告ࡢ日以降ࠊ事業計⏬ࡢ変更や周ᅖࡢ環境ࡢ

変化等を踏ࡲえ࡚ࠊ評価書記載ࡓࡋ事後調査計⏬ࡢ再検討を行うࠋ 

࣭ 事後調査報告書ࡢ作成段階࡛ࠊࡣ事後調査計⏬書対ࡿࡍ知事意見を勘案ࠊ࡛ୖࡓࡋ再検

討ࡓࡋ事後調査計⏬㸦事後調査計⏬書を作成࡚ࡋい࡞い場合ࠊࡣ評価書記載ࡓࢀࡉ事後調

査計⏬㸧基࡙いࡓ調査を行࡚ࡗ事後調査ࡢ結果を環境影響評価ࡢ結果比較ࠊࡋ環境保全

措置ࡢ効果を検証ࠊࡓࡲࠋࡿࡍ必要応࡚ࡌ環境保全措置ࡢ見直ࡋ及び見直ࡓࡋ環境保全措

置係ࡿ予測࣭評価を行うࠊࡵࡓࡢࡇࠋ本制度ࡢ信頼性や実効性ࡢ確保ࠊ今後ࡢ環境影響評



 序-4 

価技術ࡢ向ୖ等࠾い࡚ࡶ㔜要࡞意味を持ࠋࡘ 

 

3-2 今回の主࡞改正点 

࣭ 今回ࡢ主࡞改ṇ点ࠊࡣ以ୗ࡛ࡾ࠾ࡢあࠋࡿ 

 ࠋࡓࡋ示［ ］ࡶい࡚ࡘ段階ࡿࢀࡉ反映ࡀ改ṇ内容主ࠊ࠾࡞ ࣭

。1) 新࡞ࡓ手⥆ࡢᑟ入等伴う改ṇ 

࣭ 条例ࡢ改ṇ伴う配慮書手⥆ࠊ事後調査計⏬書ࡢ手⥆ࡢᑟ入及び事後調査報告書ࡢ手⥆ࡢ

見直ࡋ伴いࠊ各手⥆ࡢ技術的࡞事㡯を明記ࠋࡓࡋ 

［主ࠕ環境影響評価等ࡢ実施手㡰沿ࡓࡗ技術手法ࡢ解ㄝࠖ反映］ 

。「) 電気工作物ࡢ建設ࠊ工作物ࡢ用供ࡿࡍ一団ࡢ土地ࡢ造成ࡢ条例対象事業化伴う改ṇ 

࣭ 条例ࡢ改ṇ伴う新࡞ࡓ条例対象事業ࡘい࡚ࠊ事業計⏬ࡢ概要ࡢ策定ࡢ段階࡛明ࡽ

係記載例を太陽光発電所ࡿ係場ࣇࣝࢦࡢ様式ࠊࡓࡲࠋࡓࡋ内容を追加ࡢ⏬事業計ࡁࡍ

 ［反映記載例ࡢ様式ࠊ作成段階ࡢ方法書主］ ࠋࡓࡋ変更記載例ࡿ

。」) 環境保全措置ࡢ種類ࡢ見直ࡋ伴う改ṇ 

࣭ 回避ࠊ最ᑠ化ࠊ修ṇࠊప減及び代償ࡢ㸳種類࡛構成࡚ࢀࡉいࡓ環境保全措置ࡘい࡚ࠊ回

避ࠊప減及び代償ࡢ㸱種類集約ࠋࡓࡋ ［主環境保全措置ࡢ検討反映］ 

。4) 環境要素ࡢ追加等伴う改ṇ 

࣭ 条例ࡢ改ṇ伴う条例対象事業ࡢ拡大や社会状況ࡢ変化等適ษ対応ࠊࡵࡓࡿࡍ水象ࡢ

環境要素温泉ࡢᑠ区ศを追加ࡢࡑࠊࡓࡲࠋࡓࡋ他ࡢ環境要素ࠊ࡚ࡋ日照阻害ࠊ電波㞀害ࠊ

風害ࠊ光害を追加ࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡋ技術的事㡯を記載ࠋࡓࡋ ［主第㸰章ࡢ各論反映］ 

 改ṇࡢ他ࡢࡑ (5。

＜総論＞ 

࣭ 環境影響評価ࡢ実施ࡢ㝿ࠊ各段階࠾い࡚ࠊ対象事業等ࡢ実施ࡿࡼ環境ࡢ負荷を࡛ࡁ

結ࡢࡑࠊ行い配慮を適ษࡢい࡚ࡘ保全ࡢ環境ࡢ他ࡢࡑࡇࡿࡍప減ࡣ又ࠊࡋ回避ࡾ限ࡿ

果を事業計⏬反映ࡇࡿࡍを明記ࠋࡓࡋ ［主方法書ࡢ作成段階反映］ 

＜各論＞ 

࣭ 騒音ࡢ環境要素ࡘい࡚ࠊ用途地域等ࡢ指定ࠊࡃ࡞ࡀ環境基準ࡀ設定࡚ࢀࡉい࡞い地域

 ࠋࡓࡋい࡚追加ࡘ評価ࡓ残留騒音を用いࡿࡅ࠾

࣭ 生態系ࡢ環境要素ࡘい࡚ࠊ事後調査結果ࡢ検討当ࠊ࡚ࡗࡓ種構成ࠊ個体数ࡢ変化を評

価ࡿࡍ㝿ࠊࡣ多様度指数や類似度指数を用いࡓ定㔞的࡞解析を検討ࡇࡿࡍを明記ࠊࡋ具

体的࡞解析手法ࡘい࡚ࠊ参考資料࡚ࡋ掲載ࠋࡓࡋ 

࣭ 環境基準や参考文献等ࡘい࡚ࠊ最新ࡢ内容修ṇࠋࡓࡋ 


